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　県内の民俗芸能の保存・伝承に功績のあった人物
を表彰する秋田県民俗芸能功労者表彰が行われ、比
立内比靖会の松橋悦治さん（享年77歳）が受賞し
ました。
　松橋さんは、長年にわたり比立内比靖会会長を務
め、市指定無形民俗文化財「比立内獅子踊」の継承
に尽力されたほか、地域の小中学生を対象に駒踊り
や笛の指導を行うなど次世代への伝承にも貢献され、
その功績が認められ今回の受賞につながりました。

　改築が行われている合川公民館の上棟式が11月
12日に行われ、合川小５、６年生が、最近では珍
しくなった上棟式の文化を体験しながら、建築現場
で働く職人の仕事を知る機会に恵まれました。
　児童たちは公民館の建築現場に入り、工事関係者
から「上棟式は木造家屋の骨組みが最後まででき、
新しい家に魂を込める伝統儀式」と説明を受けた後、
祈願や餅まき行事を体験しました。あいにくの雨模
様での開催となりましたが、児童たちは餅やお菓子
が振る舞われるたび、夢中で拾い集めていました。

　新しい合川公民館は、４月下旬のオープン予定と
なっています。

～令和３年度秋田県民俗芸能功労者表彰～

比立内比靖会の松橋悦治さんが受賞

～合川小学校児童たちが餅まき行事を体験～

▲代理で表彰状を受け取るご家族（下段中央）▲代理で表彰状を受け取るご家族（下段中央）

▲地域の公民館が無事に完成するよう祈願▲地域の公民館が無事に完成するよう祈願

合川公民館改築現場で上棟式

　12月１日、森吉コミュニティセンターで森吉地区
の高齢者大学「森吉大学」の学習会が開催されました。
　今回は庄司邦昭学長が講師となり「秋田県と北秋
田地域の方言～未来に残したい方言～」と題して講
演し、標準語・共通語との違いや、地方・地域によ
るバラエティに富んだ表現、方言が古語の名残りで
あることなどについて丁寧に解説され、よく知った
方言が登場すると、参加者はうなずいたり、時折笑
い合いながら話に聴き入っていました。
　最後に一人ひとりが、たくさんの秋田弁の中から

使われなくなった言葉、未来に残したい言葉を整理
して書きとめ、普段何気なく使っている「方言」の
持つ温かみと良さを再認識しました。

～第５回森吉大学学習会～

▲方言について学んだ学習会の様子▲方言について学んだ学習会の様子

方言・秋田弁の良さを再確認
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